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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

９
月
16
日
（
祝
・
月
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

水
原
道
子
氏
（
大
手
前
短
期
大
学
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

総
合
学
科
教
授
）

会
費　

会
員
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

歯
科
臨
床
・
学
術
部

接
遇
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ　
「
心
に
響

く
接
遇
力
」

日
時　

９
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

天
野
敦
雄
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
予
防

歯
科
学
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

９
月
度
生
涯
研
修

21
世
紀
の
ペ
リ
オ
ド
ン
ト
ロ
ジ
ー　

最
新
病
因
論
に

基
づ
い
た
診
断
・
治
療

日
時　

９
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

35
人

講
師　

 

美
馬
孝
至
氏
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
大
阪
病
院
歯
科
口
腔

外
科
部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

大
阪
市
南
部
地
区

抗
血
栓
療
法
患
者
、慢
性
腎
臓
病
患
者
の
歯
科
治
療

日
時　

９
月
21
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺
（
Ｊ
Ｒ
堺
市
駅
下
車
す
ぐ
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

50
人

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
、
泉
州
地
区
準
備
会

審
査
と
個
別
指
導
の
傾
向
と
対
策

日
時　

９
月
29
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

35
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
労
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

経
税
部

明
日
か
ら
役
立
つ
雇
用
ト
ラ
ブ
ル
予
防
法　

最
新
の

労
働
法
制
に
対
応
し
て

日
時　

９
月
７
日
（
土
）
午
後
５
時
〜
７
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

※
８
月
25
日
号
新
聞
と
同
封
の
『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し

た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

「
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
」

講
習
会

日本海に面して建ちならぶ
韓国・月城原発１～４号基大阪府最高地点を示す案内板
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大
阪
府
の
最
高
地
点

金
剛
山

金
剛
山

　

大
阪
府
で
一
番
高
い
山
は

ど
こ
だ
か
ご
承
知
だ
ろ
う

か
？

　

金
剛
山
と
思
っ
た
人
が
多

い
の
で
は
無
い
か
と
思
う

が
、
正
解
は
大
和
葛
城
山

（
９
５
８
㍍
）。
金
剛
山
の

頂
（
１
１
２
５
㍍
）
は
奈
良

　

韓
国
で
は
現
在
、
国
内
４

カ
所
で
23
基
の
原
発
が
稼
働

し
て
お
り
、
新
た
に
５
基
が

建
設
中
で
あ
る
。
韓
国
政
府

は
、
10
年
後
に
は
46
基
の
運

転
を
目
指
し
て
い
る
と
い

う
。
韓
国
の
原
発
依
存
度
は

35
％
で
、
福
島
原
発
の
事
故

前
の
日
本
の
原
発
依
存
度
が

25
％
前
後
で
あ
っ
た
こ
と
と

比
べ
て
も
原
発
依
存
が
進
ん

で
い
る
。

月
城
原
発
を
見
学

　

初
日
に
訪
れ
た
月
城
原
発

は
新
羅
王
国
の
都
で
あ
っ
た

慶
州
市
に
あ
る
。
日
本
海
に

面
し
た
入
り
江
に
４
基
が
建

子
力
発
電
所
と
し
て
１
９
８

２
年
に
稼
働
を
開
始
。
す
で

に
30
年
が
経
過
し
て
い
る
。

　

職
員
の
案
内
で
１
号
基
の

タ
ー
ビ
ン
建
屋
の
内
部
を
見

学
し
た
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
が
、
撮
影
は

許
さ
れ
な
か
っ
た
。
原
発
建

屋
は
海
面
か
ら
高
い
場
所
に

は
建
っ
て
お
ら
ず
、
防
潮
堤

も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
日

本
と
比
べ
て
地
震
が
少
な
い

と
は
い
え
、
津
波
対
策
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
心
配
に

な
っ
た
。

　

移
動
の
車
中
で
は
、「
Ｄ

Ａ
Ｎ
」
の
金
益
重
（
キ
ム
・

ち
並
ん
で
い

た
。
北
九
州
市

か
ら
は
直
線
距

離
で
２
５
０
㌔

圏
内
だ
。
１
号

基
は
、
韓
国
内

で
２
番
目
の
原

イ
ク
チ
ュ
ン
）
氏
が
、
慶
州

市
の
地
下
１
０
０
㍍
に
建
設

中
の
核
廃
棄
物
処
分
場
問
題

や
頻
発
す
る
原
発
ト
ラ
ブ
ル

と
原
発
部
品
を
め
ぐ
る
不
祥

事
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

金
氏
は
、
す
で
に
95
％
が

完
成
し
た
処
分
場
に
つ
い

て
、
地
下
の
地
盤
が
悪
い
た

め
地
下
水
が
内
部
に
浸
透

し
、
そ
の
汚
染
水
が
外
部
に

漏
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る

と
指
摘
す
る
。
原
発
部
品
の

品
質
保
証
を
偽
証
し
た
事
件

や
中
古
部
品
が
納
入
さ
れ
る

と
い
っ
た
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
な
ど

を
紹
介
し
た
。

シ
ン
ポ
で
交
流

　

２
日
目
は
ソ
ウ
ル
大
学
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、

韓
国
側
か
ら
も
40
人
が
参
加

し
た
。
広
島
の
青
木
克
明
医

師
が
「
福
島
原
発
事
故
に
伴

う
健
康
障
害
」
と
題
し
て
報

告
。
禹
錫
均
（
ウ
・
ソ
ク
キ

ュ
ン
、
Ｄ
Ａ
Ｎ
共
同
代
表
）

氏
が
「
韓
国
の
原
子
力
発
電

所
に
よ
る
健
康
障
害
」
に
つ

い
て
、
姜
惠
（
カ
ン
・
ヘ
ン

ジ
ョ
、
ア
ジ
ア
平
和
と
歴
史

教
育
連
帯
運
営
委
員
長
）
氏

が
「
３
・
11
以
降
の
日
本
の

住
民
の
被
曝
環
境
」
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

　

日
韓
の
反
核
医
師
の
交
流

を
通
じ
て
、
原
発
は
日
本
か

ら
な
く
す
べ
き
と
の
思
い
を

新
た
に
し
た
。
韓
国
に
も
福

島
の
よ
う
な
事
故
が
起
こ
る

前
に
、
脱
原
発
を
実
現
し
よ

う
と
運
動
し
て
い
る
人
び
と

が
い
る
。
福
島
を
経
験
し
た

日
本
で
脱
原
発
を
実
現
す
れ

ば
韓
国
の
運
動
を
励
ま
す
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。

県
に
あ
り
、
そ
の
中
腹
に
大

阪
府
の
最
高
地
点
（
１
０
５

３
㍍
）
と
い
う
の
が
あ
る

が
、
山
頂
で
は
な
い
の
で
最

高
峰
と
は
言
え
な
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　

今
回
の
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

は
、
夏
の
暑
い
最
中
に
金
剛

山
に
登
っ
て
き
た
。

　

金
剛
山
に
登
る
の
は
、
小

が
す
る
。

　

河
内
長
野
駅
か
ら
バ
ス
に

揺
ら
れ
て
30
分
、
登
山
口
に

到
着
だ
。
登
り
だ
す
と
い
き

な
り
の
急
階
段
…
予
想
通
り

見
る
と
な
ん
と
26
度
!!　

下

界
よ
り
も
10
度
以
上
低
い
。

涼
し
い
は
ず
だ
。

　

こ
こ
に
は
、
登
頂
回
数
を

書
い
た
名
札
を
付
け
る
と
こ

学
生
の
時
に
登
っ
た
耐
寒
登

山
以
来
だ
と
思
う
。
い
ろ
い

ろ
な
山
に
登
っ
て
き
た
が
、

景
色
も
な
く
登
り
一
辺
倒

で
、
面
白
く
な
い
山
と
い
う

だ
。
千
早
城
跡
を
ぬ
け
る
と

延
々
と
階
段
が
つ
づ
く
。
汗

だ
く
に
な
っ
た
が
、
休
み
休

み
登
っ
て
２
時
間
ほ
ど
で
山

頂
広
場
に
着
い
た
。

　

こ
こ
で
、
昼
食
タ
イ
ム
。

木
陰
に
入
る
と
結
構
涼
し

い
。
備
え
付
け
の
温
度
計
を

ろ
が
あ
っ
て
、
多
い
人
は
１

万
回
の
と
こ
ろ
に
３
人
も
札

が
あ
っ
た
。
毎
日
登
っ
て

も
、
30
年
ほ
ど
か
か
る
計
算

だ
が
、
こ
の
同
じ
こ
と
を
継

続
す
る
努
力
に
は
敬
服
す

る
。

　

し
ば
し
の
休
憩
後
、
山
頂

を
目
指
す
。
三
角
点
は
山
頂

に
あ
る
葛
木
神
社
の
裏
に
あ

る
ら
し
い
。
し
か
し
、
神
社

の
裏
に
回
ろ
う
と
す
る
と
通

行
止
め
に
な
っ
て
い
る
。
な

ん
で
や
ね
ん
！　

こ
こ
か
ら

は
、
神
域
の
た
め
入
れ
な
い

ら
し
い
。
バ
リ
ケ
ー
ド
の
横

か
ら
入
ろ
う
と
思
え
ば
入
れ

た
が
、
神
域
と
い
う
の
で
断

念
し
て
、
こ
の
先
の
大
阪
府

の
最
高
地
点
を
目
指
す
こ
と

イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
て

か
、
こ
こ
だ
け
は
避

け
て
き
た
よ
う
な
気

に
し
た
。

　

目
的
の
場
所
は
、
山
頂
か

ら
南
の
ほ
う
に
だ
ら
だ
ら
と

歩
い
て
30
分
ぐ
ら
い
の
と
こ

ろ
で
、
ち
ょ
っ
と
茂
み
に
入

り
込
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
っ

た
。
ち
ゃ
ん
と
標
識
も
あ
る

の
で
、
地
図
を
見
な
が
ら
歩

け
る
人
な
ら
見
つ
け
る
の
は

た
や
す
い
。

　

記
念
写
真
を
撮
っ
て
、
こ

の
後
は
さ
っ
さ
と
下
山
し
た

の
だ
が
、
河
内
長
野
ま
で
来

る
と
す
ご
い
暑
さ
!!　

こ
の

日
は
、
大
阪
の
最
高
気
温
37

度
。

　

次
回
は
、
大
阪
府
の
最
高

峰
、
大
和
葛
城
山
に
登
ろ
う

か
と
思
う
。

 

（
新
聞
部
・
南
端
理
伸
）

脱原発の決意あらたに 日
韓
反
核
医
師
の
会
交
流
の
旅

日
韓
反
核
医
師
の
会
交
流
の
旅

　

核
戦
争
に
反
対
す
る
医
師
の
会
（
Ｐ
Ａ

Ｎ
Ｗ
）
は
７
月
13
〜
15
日
、韓
国
を
訪
問

し
、韓
国
の
反
核
医
師
の
会
（
Ｄ
Ａ
Ｎ
）

と
交
流
し
た
。
慶
州
市
の
月
城
（
ウ
ォ
ル

サ
ン
）
原
発
の
見
学
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
を
通
じ
て
、
日
韓
の
医
師
た
ち
は
、
自

国
で
の
脱
原
発
運
動
の
前
進
を
決
意
し
あ

っ
た
。
26
人
が
参
加
し
、
協
会
は
中
村
新

太
郎
理
事
を
派
遣
し
た
。
中
村
理
事
の
リ

ポ
ー
ト
を
紹
介
す
る
。

新鮮ビールで乾杯
北大阪・三島地区合同
サントリー工場ツアー

　北大阪・三島地区は合同で４日、サントリ
ー京都ビール工場（京都府大山崎町）見学ツ
アーを開催し、８人が参加した。プレミアム
モルツの製造過程を見学後、つくりたてのビ
ールで乾杯し、のどを潤した。

韓国

釜山

ソウル

韓国の原子力発電所

霊光

古里
新古里

新月城
月城

新蔚珍
蔚珍


